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波
多
野
勝
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

波
多
野
勝
君
が
提
出
し
た
論
文

の
章
建
て
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
近
代
東
ア
ジ
ア
の
変
動
と
日
本
外
交
」

問
題
の
所
在

第
一
部
東
ア
ジ
ア
の
変
動
と
南
進
・
北
進
を
め
ぐ
る
日
本
の
動
向

　
第
一
章
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
独
立
運
動
と
大
隈
内
閣

　
第
二
章
　
北
清
事
変
と
第
二
次
山
県
内
閣

　
　
　
　
　
－
厘
門
事
件
再
考
と
日
本
海
軍
の
対
応

　
第
三
章
　
北
清
事
変
と
日
本
人
の
動
向

　
第
四
章
　
北
清
事
変
以
降
の
対
外
硬
運
動

　
　
　
　
　
－
国
民
同
盟
会
運
動

　
第
五
章
　
明
治
三
六
年
の
対
外
硬
運
動

　
　
　
　
　
－
対
露
同
志
会
運
動

　
第
六
章
　
ポ
ー
ツ
マ
ス
講
和
条
約
と
対
外
硬
運
動

　
第
七
章
　
日
韓
併
合
運
動

　
　
　
　
　
－
内
田
良
平
と
朝
鮮
問
題
同
志
会

第
二
部
　
日
本
の
対
中
国
政
策
と
対
外
硬
運
動

　
第
一
章
　
辛
亥
革
命
と
第
二
次
西
園
寺
内
閣

　
第
二
章
　
辛
亥
革
命
と
対
外
硬
運
動
の
展
開

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

第
八
章

第
九
章

　
　
硬
派
世
論
の
錯
綜

中
国
第
二
革
命
と
第
一
次
山
本
内
閣

山
本
内
閣
の
外
交
と
対
外
硬
運
動

　
　
日
米
同
志
会
と
対
支
研
究
会

第
一
次
世
界
大
戦
参
戦
と
第
二
次
大
隈
内
閣

中
国
第
三
革
命
と
大
隈
内
閣

反
衰
政
策
と
対
外
硬
運
動

段
頑
瑞
政
権
の
登
場
と
寺
内
内
閣

　
　
援
段
政
策
の
展
開

復
辟
問
題
・
援
段
政
策
と
対
外
硬
運
動
の
低
迷

　
本
論
文
が
と
り
あ
げ
る
日
清
戦
争
以
後
か
ら
寺
内
内
閣
（
大
正
六
年
）

に
至
る
ま
で
の
約
二
十
年
間
、
日
本
は
東
ア
ジ
ア
で
の
地
位
と
発
言
力
を

急
上
昇
さ
せ
た
。
だ
が
そ
れ
に
伴
い
新
興
国
日
本
の
外
交
は
、
二
つ
の
基

本
的
ジ
レ
ン
マ
に
悩
む
こ
と
に
な
る
。
第
一
は
、
「
自
立
と
行
動
の
自
由

を
絶
え
ず
望
む
」
と
い
う
目
由
行
動
あ
る
い
は
自
主
外
交
へ
の
願
望
と
妥

協
を
排
除
す
る
傾
向
で
あ
り
、
第
二
は
列
強
と
の
軋
蝶
を
避
け
、
危
険
を

回
避
す
る
方
策
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
列
強
の
進
出
が
積
極
化

す
る
中
で
以
上
二
つ
の
問
題
と
、
勢
力
圏
拡
大
に
対
し
北
守
南
進
か
南
守

北
進
か
の
相
反
す
る
方
針
が
加
味
さ
れ
、
日
本
政
府
は
苦
慮
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
本
論
文
は
こ
う
し
た
錯
綜
す
る
日
本
の
対
外
政
策
の
う
ち
特
に

中
国
政
策
を
め
ぐ
る
国
内
の
確
執
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
ケ
ー
ス
を
と
り

あ
げ
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
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で
は
、
各
章
毎
に
要
約
し
問
題
点
を
挙
げ
て
い
き
た
い
。

　
第
一
部
は
、
日
清
戦
争
後
の
南
進
論
・
北
進
論
を
政
府
・
対
外
硬
派
を

中
心
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
一
章
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
独
立
運
動
と
大
隈
内
閣
」
は
、
一
八
九
九
年
七

月
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
独
立
運
動
支
援
の
た
め
、
弾
薬
を
搭
載
し
て
日
本
を
出

港
し
た
汽
船
・
布
引
丸
が
上
海
沖
で
台
風
の
た
め
沈
没
す
る
が
、
こ
の
布

引
丸
事
件
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
独
立
運
動
の
関
係
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
第
一
に
日
本
政
府
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
独

立
軍
に
よ
る
武
装
蜂
起
、
米
西
戦
争
の
進
展
に
対
し
、
終
始
一
貫
、
中
立

を
維
持
し
た
。
よ
う
や
く
台
湾
を
領
有
し
た
段
階
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
対

し
事
を
起
す
ほ
ど
実
力
も
時
間
的
余
裕
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
第
二
に
政
府
の
中
立
政
策
に
相
反
す
る
形
で
、
独
立
軍
支
援
に
非
政

府
レ
ベ
ル
の
関
係
者
が
関
与
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
陸
軍
・
参

謀
本
部
、
野
党
代
議
士
、
民
間
人
、
武
器
商
人
等
を
動
員
し
、
陸
軍
及
び

大
倉
商
会
か
ら
の
弾
薬
を
野
党
代
議
士
、
民
間
人
、
特
に
中
国
革
命
支
援

派
が
提
携
し
独
立
軍
へ
の
支
援
を
展
開
し
た
。
第
三
に
代
議
士
中
村
弥
六

が
こ
の
事
件
へ
の
責
任
を
追
求
さ
れ
党
を
除
名
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
党

内
抗
争
の
結
果
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
独
立
運
動
支
援
失
敗
後
、
日
本
の
目
は
民
問
人
も
含
め
再
び
フ
ィ
リ
ピ

ン
か
ら
中
国
に
注
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
第
二
章
「
北
清
事
変
と
第
二
次
山
県
内
閣
－
厘
門
事
件
再
考
と
日
本

海
軍
の
対
応
」
は
、
一
九
〇
〇
年
に
義
和
団
事
件
に
乗
じ
て
、
日
本
が
台

湾
の
対
岸
に
あ
る
中
国
の
福
建
省
を
勢
力
範
囲
に
お
さ
め
る
た
め
、
厘
門

の
占
領
を
意
図
し
て
出
兵
し
、
列
国
の
抗
議
に
あ
っ
て
中
止
し
た
事
件
を

再
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
厘
門
事
件
の
真
相
は
、
閣
議
の
議
事
録
か
ら

関
係
記
録
が
抹
殺
さ
れ
て
い
る
関
係
も
あ
っ
て
、
長
ら
く
明
ら
か
に
さ
れ

ず
、
近
年
よ
う
や
く
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
な
お
不
明
な
点
が
多

い
。
計
画
の
中
止
に
つ
い
て
は
、
列
強
の
抗
議
と
伊
藤
博
文
の
主
張
に
よ

り
、
山
本
海
相
と
青
木
外
相
が
態
度
を
変
え
て
反
対
し
た
こ
と
に
よ
る
と

の
見
解
と
、
桂
陸
相
と
児
玉
台
湾
総
督
が
、
山
本
海
相
の
出
先
海
軍
に
た

い
す
る
電
報
を
曲
解
し
て
、
独
走
し
た
こ
と
に
よ
る
と
の
見
解
が
対
立
し

て
い
た
が
、
本
章
は
、
児
玉
総
督
、
後
藤
民
政
長
官
に
よ
る
謀
略
で
あ
り
、

海
軍
が
そ
れ
を
察
知
で
き
ず
、
イ
ギ
リ
ス
の
強
硬
な
抗
議
で
急
き
ょ
撤
兵

す
る
に
い
た
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
失
敗
に
よ
り
政
府

の
南
進
策
は
挫
折
、
海
軍
は
艦
船
を
ひ
き
あ
げ
、
台
湾
総
督
府
も
対
福
建

経
済
進
出
に
切
り
か
え
て
い
っ
た
。
関
係
者
・
軍
の
第
一
次
史
料
を
利
用

し
て
、
度
門
事
件
は
南
進
か
ら
北
進
へ
と
方
針
が
切
り
変
っ
た
分
岐
点
で

あ
る
と
立
証
し
た
点
は
評
価
で
き
る
。

　
第
三
章
「
北
清
事
変
と
日
本
人
の
動
向
」
は
、
北
清
事
変
の
勃
発
と
展

開
の
過
程
で
、
親
孫
文
派
の
日
本
人
が
ど
う
対
応
し
た
か
を
考
察
し
て
い

る
。
南
進
を
命
題
と
し
て
い
た
山
県
内
閣
に
お
い
て
、
第
二
章
で
と
り
あ

げ
た
厘
門
作
戦
を
考
慮
し
て
い
た
時
点
で
は
、
孫
文
支
援
は
黙
認
の
状
態

で
あ
っ
た
。
し
か
し
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
列
国
の
抗
議
で
、
政
府

が
対
清
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
ひ
か
え
る
と
、
そ
れ
は
必
然
的
に
親
孫
文
派

に
対
す
る
厳
し
い
取
締
り
と
な
っ
て
は
ね
返
っ
た
。
北
清
事
変
に
乗
じ
て

孫
文
は
、
広
東
省
の
恵
州
で
武
装
蜂
起
を
行
お
う
と
し
た
が
、
列
国
の
抗
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議
に
よ
る
度
門
事
変
の
失
敗
に
よ
り
、
日
本
政
府
は
児
玉
台
湾
総
督
へ
援

助
禁
止
を
命
じ
、
武
器
、
弾
薬
の
輸
送
を
と
め
た
。
こ
の
間
、
東
亜
同
文

会
は
、
近
衛
篤
麿
の
「
支
那
保
全
」
主
義
、
対
露
強
硬
論
の
中
で
、
孫
文

一
派
に
対
し
て
は
、
ク
ー
ル
に
接
し
、
清
国
の
大
幅
な
現
状
変
革
を
求
め

ず
、
東
亜
同
文
会
の
親
孫
文
派
は
、
政
府
、
軍
部
の
圧
力
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
孫
文
へ
の
支
援
を
続
け
よ
う
と
し
た
が
、
国
際
状
況
に
敏
感
な
内
田

系
が
脱
落
、
宮
崎
ら
は
あ
く
ま
で
推
進
し
よ
う
と
す
る
が
、
政
府
、
特
に

山
県
に
代
っ
て
登
場
し
た
伊
藤
内
閣
が
、
列
国
協
調
を
新
政
策
の
基
準
に

す
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
動
き
が
封
じ
こ
ま
れ
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
第
四
章
「
北
清
事
変
以
降
の
対
外
硬
運
動
ー
国
民
同
盟
会
運
動
」
は
、

一
九
〇
〇
年
九
月
、
近
衛
篤
麿
を
中
心
に
対
外
硬
各
派
が
合
同
し
て
結
成

し
た
政
治
団
体
、
国
民
同
盟
会
の
運
動
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
会

は
近
衛
篤
麿
を
中
心
に
、
ロ
シ
ア
の
満
州
進
出
が
積
極
化
し
た
の
に
刺
激

さ
れ
、
厘
門
事
件
の
失
敗
も
あ
っ
て
南
進
か
ら
北
進
に
転
換
。
近
衛
ら
は
、

「
支
那
保
全
」
・
朝
鮮
保
護
を
主
張
し
、
具
体
的
に
は
ロ
シ
ア
の
満
州
占

領
を
排
除
し
て
、
日
本
に
よ
る
朝
鮮
・
南
満
州
で
の
鉄
道
建
設
や
利
権
獲

得
な
ど
を
構
想
し
、
伊
藤
博
文
の
政
友
会
結
成
に
対
抗
し
た
。
本
章
は
国

民
同
盟
会
の
メ
ン
バ
ー
を
詳
細
に
分
析
し
、
全
国
的
な
組
織
化
に
着
手
し

た
が
何
故
失
敗
す
る
に
い
た
っ
た
か
、
政
府
を
鞭
燵
す
る
役
割
を
越
え
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
、
日
英
同
盟
の
成
立
に
よ
っ
て
満
州
問
題
を
解
決
し
た

と
し
て
同
盟
は
解
散
、
朝
鮮
保
護
は
朝
鮮
協
会
の
設
立
が
そ
の
主
張
を
引

き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
引
き
出
し
て
い
る
。

　
本
章
に
つ
い
て
は
、
国
民
同
盟
会
の
メ
ン
バ
ー
が
、
団
体
、
個
人
と
も

様
々
な
考
え
を
持
つ
も
の
を
網
羅
し
て
い
た
た
め
、
さ
ら
に
一
層
の
分
析

が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
第
五
章
「
明
治
三
六
年
の
対
外
硬
運
動
－
対
露
同
志
会
運
動
」
は
、

国
民
同
盟
会
解
散
後
、
さ
ら
に
対
露
強
硬
論
を
主
張
す
る
グ
ル
ー
プ
が
設

立
し
た
対
露
同
志
会
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
会
長
に
は
近
衛
篤
麿
が

就
任
、
政
府
要
路
へ
警
告
書
を
提
出
。
全
国
各
地
で
の
遊
説
、
上
奏
文
提

出
な
ど
の
積
極
的
作
動
を
通
じ
て
、
日
露
開
戦
へ
の
国
民
的
気
運
を
高
め

て
い
く
が
、
次
の
三
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
第
一
に
対
露
同
志
会
の
運
動
は
、

国
民
同
盟
会
の
全
面
的
復
活
と
い
え
る
も
の
で
は
な
く
、
桂
内
閣
支
持
を

表
明
す
る
一
派
、
政
府
と
は
一
線
を
画
す
べ
き
と
す
る
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
、

政
界
再
編
成
の
動
き
と
錯
綜
し
て
複
雑
な
状
況
を
呈
し
た
。
第
二
に
憲
政

本
党
は
民
党
連
合
派
、
対
外
硬
積
極
派
の
確
執
に
よ
り
、
国
民
同
盟
会
当

時
に
お
い
て
果
し
た
役
割
を
失
っ
た
。
そ
れ
は
、
対
外
硬
を
優
先
す
る
か
、

党
利
党
略
上
の
観
点
か
ら
活
躍
す
る
か
、
党
内
が
分
裂
し
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。
第
三
に
近
衛
自
身
は
積
極
的
で
あ
り
、
そ
れ
が
親
近
衛
派
内
に
対

露
強
硬
積
極
派
、
政
界
革
新
派
、
自
重
派
の
三
分
派
を
生
む
こ
と
に
な
る
。

こ
の
た
め
、
対
露
強
硬
運
動
は
、
一
本
化
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
強
力
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
欠
如
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
本
章
は
当
時
の
新
聞
・
雑
誌
、
さ
ら
に
小
川
平
吉
文
書
を
利
用
し
て
一

本
化
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
た
対
露
同
志
会
の
運
動
の
緒
側
面
を
深
く
分

析
し
た
点
が
評
価
で
き
る
．

　
第
六
章
「
ポ
ー
ッ
マ
ス
講
和
条
約
と
対
外
硬
運
動
」
は
、
対
露
強
硬
派
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の
ポ
ー
ッ
マ
ス
条
約
反
対
運
動
の
理
由
と
背
景
を
、
小
川
平
吉
文
書
、
新

聞
、
『
大
国
民
』
に
代
表
さ
れ
る
硬
派
雑
誌
で
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

対
外
硬
派
は
、
総
じ
て
賠
償
金
、
領
土
に
つ
い
て
は
戦
勝
国
が
戦
敗
国
に

対
す
る
ご
と
く
、
過
大
な
条
件
を
提
示
し
た
。
そ
の
原
因
の
ひ
と
つ
は
、

政
府
と
一
般
国
民
の
認
識
の
溝
の
深
さ
で
あ
り
、
戦
争
終
結
の
タ
イ
、
・
・
ン

グ
を
は
か
っ
て
い
た
政
府
と
、
勝
利
に
わ
い
て
い
た
国
民
と
の
期
待
の
違

い
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
講
和
問
題
同
志
会
は
、
講
和
会
議

に
向
け
て
国
内
世
論
が
硬
化
し
て
い
く
中
で
一
度
運
動
を
盛
り
上
げ
た
上

で
終
息
さ
せ
て
い
く
方
向
へ
動
い
た
。
す
な
わ
ち
彼
ら
の
動
き
は
、
講
和

反
対
そ
の
も
の
よ
り
、
反
政
府
系
グ
ル
ー
プ
の
結
集
で
あ
り
、
そ
こ
に
限

界
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
硬
派
幹
部
の
一
部
が
、
外
務
省
、
陸

海
軍
中
堅
層
の
戦
争
推
進
派
で
あ
っ
た
湖
月
会
メ
ン
バ
ー
と
接
触
し
た
事

実
を
掘
り
お
こ
し
た
点
は
評
価
で
き
る
。
ま
た
政
友
会
と
憲
政
本
党
は
若

干
の
差
違
を
み
せ
な
が
ら
、
同
志
連
合
会
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
点
が

指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
日
露
戦
争
講
和
期
に
お
け
る
対
外
硬
運
動
は
、

対
内
的
に
は
強
硬
な
条
件
の
要
求
、
条
約
反
対
に
向
け
て
従
来
の
反
藩
閥

感
情
を
包
含
し
た
形
で
頂
点
を
迎
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
散
さ
せ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
彼
ら
が
講
和
反
対
の
運
動
を
通
じ
て
、
次
第
に
政

党
政
治
に
関
心
を
寄
せ
て
い
っ
た
点
を
本
章
は
指
摘
し
て
い
る
。

　
第
七
章
「
日
韓
併
合
運
動
　
　
内
田
良
平
と
朝
鮮
問
題
同
志
会
」
は
、

合
邦
運
動
を
朝
鮮
内
部
か
ら
推
進
し
た
一
進
会
と
、
こ
れ
を
支
え
た
日
本

人
グ
ル
ー
プ
を
考
察
し
、
そ
れ
と
の
関
連
で
政
府
の
動
き
を
分
析
し
た
も

の
で
あ
る
。
内
田
良
平
に
関
し
て
は
、
黒
竜
会
の
『
日
韓
合
邦
秘
史
』
が

公
刊
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
を
さ
ら
に
具
体
的
に
明
確
化
し
た
の
が

本
章
で
あ
る
。
伊
藤
韓
国
統
監
の
方
針
は
懐
柔
主
義
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

伊
藤
に
統
監
府
嘱
託
と
し
て
、
ま
た
一
進
会
顧
問
と
し
て
情
報
を
提
供
し

た
の
が
内
田
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
朝
鮮
問
題
同
志
会
の
動
き
は
、

従
来
の
よ
う
に
一
般
国
民
を
包
含
す
る
形
で
運
動
を
展
開
し
た
の
で
は
な

く
、
政
府
の
併
合
の
方
針
を
韓
国
内
部
か
ら
盛
り
あ
げ
る
方
向
で
動
い
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
内
田
良
平
文
書
、
蔭
で
動
い
た
武
田
範
之
の
関
係

文
書
を
利
用
し
、
綿
密
に
考
察
し
て
い
る
。

　
第
二
部
は
、
辛
亥
革
命
以
後
の
日
本
の
対
中
国
政
策
を
扱
っ
て
い
る
。

　
第
一
章
「
辛
亥
革
命
と
第
二
次
西
園
寺
内
閣
」
は
、
革
命
の
勃
発
、
進

展
と
日
本
海
軍
の
動
向
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
辛
亥
革
命
に
対
す
る

日
本
側
の
対
応
は
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
内
田

外
相
を
中
心
と
す
る
外
務
省
レ
ベ
ル
の
対
応
、
民
間
人
、
大
陸
浪
人
な
ど

の
動
向
、
「
商
人
」
に
よ
る
武
器
、
資
金
援
助
、
山
県
有
朋
を
軸
と
す
る
陸

軍
の
対
応
な
ど
が
主
で
海
軍
の
対
応
は
ほ
と
ん
ど
手
が
つ
け
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。
本
章
は
憲
政
資
料
室
の
文
書
、
海
軍
軍
令
部
竹
下
勇
の
文
書
、

防
衛
研
究
所
所
蔵
の
「
清
国
事
変
書
類
」
な
ど
を
利
用
し
海
軍
の
対
応
を

追
求
し
て
い
る
。
そ
し
て
軍
事
参
議
官
山
本
権
兵
衛
の
影
響
力
は
薩
派
H

海
軍
を
背
景
と
し
た
海
主
陸
従
的
な
状
況
の
中
で
対
清
政
策
を
リ
ー
ド
し
、

柔
軟
対
応
方
針
で
内
田
外
相
の
外
交
を
批
判
す
る
。
海
軍
も
陸
軍
同
様
清

国
に
お
け
る
「
立
憲
君
主
体
制
」
の
存
続
、
権
益
確
保
は
、
期
待
し
て
い

た
も
の
の
、
山
県
ほ
ど
硬
直
し
た
考
え
方
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ

は
海
軍
が
日
英
同
盟
を
背
景
に
一
貫
し
て
対
英
協
調
を
重
視
し
た
か
ら
で
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あ
り
、
ま
た
海
軍
の
関
心
が
列
国
の
利
益
が
錯
綜
す
る
中
南
清
で
あ
り
、

列
強
の
動
向
に
歩
調
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で

あ
る
。
海
軍
は
蓑
世
凱
に
対
し
て
は
大
き
な
期
待
は
抱
か
ず
、
む
し
ろ
不

信
感
を
表
明
し
た
。
ま
た
財
政
的
見
地
か
ら
松
方
正
義
ら
と
同
様
出
兵
に

は
反
対
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
未
知
の
分
野
で
あ
っ
た
海
軍
の
対
応
に
メ

ス
を
入
れ
た
点
は
高
く
評
価
で
き
る
。

　
第
二
章
「
辛
亥
革
命
と
対
外
硬
運
動
の
展
開
ー
硬
派
世
論
の
錯
綜
」

は
、
従
来
の
研
究
が
国
権
主
義
的
色
彩
を
強
調
し
て
い
た
の
に
対
し
、
こ

れ
を
再
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
に
辛
亥
革
命
に
伴
う
対
外
硬
派
の

組
織
の
結
果
と
運
動
の
形
態
を
考
察
し
、
第
二
に
彼
ら
の
対
中
認
識
、
革

命
観
を
確
認
し
、
第
三
に
政
友
会
幹
部
、
国
民
党
幹
部
の
対
外
硬
に
共
鳴

す
る
人
々
の
対
応
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
第
一
に
対
外
硬
派
の
結
集

は
ま
っ
た
く
不
完
全
と
な
っ
た
と
指
摘
す
る
。
革
命
支
援
グ
ル
ー
プ
が
四

団
体
も
成
立
し
た
こ
と
か
ら
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
従
来
対
外
問
題
発
生

に
対
し
あ
る
程
度
の
団
結
力
を
保
持
し
て
い
た
硬
派
は
辛
亥
革
命
に
際
し

て
は
四
分
五
裂
し
た
。
彼
ら
の
主
張
が
「
支
那
保
全
」
に
あ
り
、
そ
れ
故

清
国
そ
の
も
の
に
革
命
と
異
変
が
発
生
し
、
前
提
が
崩
れ
た
場
合
議
論
が

紛
糾
す
る
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
対
外
硬
派
の
革
命
支
援
の
方

針
は
、
心
情
面
で
は
一
致
し
て
い
た
も
の
の
行
動
は
不
統
一
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
小
川
平
吉
は
有
隣
会
を
組
織
し
駐
在
員
を
通
じ
て
情
報
を
収
集
、

自
ら
渡
清
し
て
工
作
に
従
事
し
た
が
、
革
命
派
と
の
関
係
は
彼
自
身
が
期

待
し
た
ほ
ど
の
も
の
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
。
第
三
に
、
対
外
硬
派
は
、
ω

革
命
派
を
交
戦
団
体
と
し
て
承
認
す
る
、
⑭
反
衰
世
凱
の
立
場
を
と
る
、

㈹
南
北
統
一
支
持
、
で
は
一
致
し
て
い
た
も
の
の
、
満
蒙
問
題
に
対
す
る

考
え
方
、
お
よ
び
「
共
和
制
」
へ
の
認
識
で
は
差
が
生
じ
、
清
国
の
混
迷

が
続
く
と
一
層
複
雑
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。

　
従
来
の
対
外
硬
運
動
は
、
日
本
外
交
の
「
軟
弱
性
」
攻
撃
、
さ
ら
に
は

反
藩
閥
を
軸
に
展
開
さ
れ
て
き
た
が
、
清
国
そ
の
も
の
の
存
亡
が
危
機
に

瀕
し
た
際
、
言
論
活
動
と
具
体
的
施
策
が
混
乱
し
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た

と
の
結
論
が
導
か
れ
る
。

　
第
三
章
「
中
国
第
二
革
命
と
第
一
次
山
本
内
閣
」
は
、
こ
れ
ま
で
山
本

内
閣
研
究
の
主
要
テ
ー
マ
は
内
政
で
は
シ
ー
メ
ン
ス
事
件
、
官
制
改
正
問

題
、
外
交
で
は
対
米
移
民
問
題
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
比
較
的
等
閑
視
さ

れ
て
き
た
中
国
の
第
二
革
命
に
つ
い
て
追
っ
た
も
の
で
あ
る
。
本
章
は
、

山
本
首
相
、
牧
野
外
相
の
外
交
を
考
察
す
る
一
方
、
陸
海
軍
を
含
む
政
軍

関
係
、
各
省
の
出
先
機
関
の
動
向
に
も
触
れ
、
中
国
第
二
革
命
と
日
本
の

対
応
を
追
求
し
て
い
る
。
出
さ
れ
た
結
論
は
、
ω
山
本
の
外
交
政
策
は
政

友
会
、
薩
派
H
海
軍
を
背
景
に
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
確
立
し
て
い

た
。
そ
の
背
景
に
は
大
正
政
変
に
よ
り
陸
軍
の
組
織
力
、
山
県
の
発
言
力

の
低
下
に
よ
る
海
軍
の
政
治
力
の
上
昇
が
あ
っ
た
。
ω
対
中
政
策
は
静
観

政
策
を
維
持
し
た
。
対
英
協
調
が
背
後
に
存
在
し
、
阿
部
政
務
局
長
を
中

心
に
外
務
省
と
海
軍
が
慎
重
な
対
応
を
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
が

政
府
の
方
針
に
不
満
な
出
先
機
関
は
既
に
中
支
派
遣
隊
の
工
作
、
軍
全
部

に
よ
る
福
建
方
面
へ
の
利
権
獲
得
工
作
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
を
誘
発
さ

せ
た
。
ま
た
日
本
陸
軍
軍
人
が
中
国
で
監
禁
、
暴
行
を
受
け
た
り
、
在
華

日
本
人
に
危
害
を
加
え
ら
れ
る
と
、
外
務
省
と
政
府
は
陸
軍
の
圧
力
と
激
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昂
す
る
世
論
の
前
に
、
最
後
に
は
軍
艦
派
遣
の
砲
艦
外
交
を
展
開
し
て
国

内
を
沈
静
化
さ
せ
る
方
策
を
と
る
に
い
た
る
。
阿
部
の
暗
殺
に
よ
り
国
内

は
さ
ら
に
紛
糾
す
る
。

　
本
章
は
従
来
の
空
白
を
埋
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
四
章
「
山
本
内
閣
の
外
交
と
対
外
硬
運
動
i
日
米
同
志
会
と
対
支

研
究
会
」
は
、
排
日
土
地
法
案
を
中
心
と
す
る
対
米
移
民
問
題
と
中
国
の

第
二
革
命
に
対
し
、
日
本
の
有
志
が
日
米
同
志
会
と
対
支
研
究
会
を
創
設

し
て
対
処
し
よ
う
と
し
た
点
を
追
っ
た
も
の
で
あ
る
。
日
米
同
志
会
は
、

東
京
商
工
会
議
所
会
頭
中
野
武
営
な
ど
実
業
界
が
中
心
と
な
り
、
政
府
、

外
務
省
と
密
接
な
関
係
を
持
ち
、
広
報
活
動
を
中
心
と
す
る
国
民
へ
の
啓

蒙
活
動
を
展
開
し
た
。
し
た
が
っ
て
従
来
の
対
外
硬
運
動
と
は
異
質
な
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
頭
山
満
、
大
竹
貫
一
な
ど
国
権
論
者
は
対
米
問

題
有
志
会
を
結
成
し
、
「
最
後
の
手
段
に
訴
え
る
」
こ
と
ま
で
決
議
す
る
。

だ
が
対
米
問
題
に
つ
い
て
は
、
運
動
の
形
態
、
結
集
力
は
、
中
国
問
題
に

較
べ
著
し
く
弱
か
っ
た
。
一
方
、
中
国
問
題
は
大
井
憲
太
郎
な
ど
百
余
名

が
作
り
上
げ
た
対
支
研
究
会
決
議
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
国
分
割
反
対
、

満
蒙
問
題
解
決
、
南
方
へ
の
経
済
進
出
と
具
体
的
で
あ
り
、
対
中
出
兵
論

ま
で
主
張
し
、
山
本
内
閣
に
総
辞
職
を
要
求
す
る
ほ
ど
具
体
的
で
あ
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
と
中
国
に
対
す
る
対
応
の
相
違
を
比
較
し
た
点
が
ユ
ニ
ー
ク

で
あ
る
。

　
第
五
章
「
第
一
次
世
界
大
戦
参
戦
と
第
二
次
大
隈
内
閣
」
は
従
来
の
研

究
に
新
し
い
視
角
を
導
入
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
従
来
は
、
日

独
開
戦
に
つ
い
て
は
外
相
加
藤
高
明
の
外
交
手
腕
と
山
県
は
じ
め
元
老
側

の
加
藤
不
信
を
中
心
に
な
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
寺
内
正
毅
、
田
中
義
一
、

岡
市
之
助
と
い
っ
た
陸
軍
首
脳
の
史
料
に
よ
り
参
戦
時
に
お
け
る
陸
軍
側

の
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ブ
も
相
当
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
本
章
は
そ
う
し
た

研
究
成
果
を
踏
ま
え
、
陸
軍
・
海
軍
の
史
料
を
詳
細
に
検
討
し
、
参
戦
期

に
お
け
る
政
治
勢
力
と
し
て
の
陸
海
軍
の
動
き
を
政
策
決
定
の
枠
組
の
中

で
考
察
し
、
加
藤
参
戦
外
交
の
再
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　
加
藤
は
、
外
交
文
書
の
元
老
へ
の
回
覧
停
止
、
陸
軍
の
独
走
阻
止
に
よ
っ

て
外
交
一
元
化
を
図
り
、
ま
た
同
志
会
総
裁
、
副
総
理
格
と
し
て
の
存
在

の
重
さ
に
よ
り
党
主
流
派
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
獲
得
す
る
こ
と
に
成
功
し
、

大
隈
首
相
の
全
面
的
信
頼
も
得
て
い
た
。
さ
ら
に
加
藤
は
中
堅
層
の
支
持

も
得
、
対
独
参
戦
に
確
実
な
勝
算
を
考
え
、
対
英
協
調
に
自
信
を
持
ち
、

対
中
強
硬
政
策
を
押
し
進
め
た
。
一
方
陸
軍
は
陸
相
以
下
実
務
派
で
首
脳

陣
を
固
め
、
日
独
戦
争
の
初
期
段
階
で
は
加
藤
に
協
力
す
る
が
、
青
島
戦

が
開
始
さ
れ
る
と
、
職
業
的
戦
略
的
見
地
か
ら
対
中
政
策
立
案
を
開
始
す

る
。
他
方
海
軍
は
、
シ
ー
メ
ン
ス
事
件
の
後
遺
症
も
あ
っ
て
海
軍
省
、
軍

令
部
の
首
脳
に
非
薩
摩
系
が
増
え
、
海
軍
省
側
が
ド
イ
ッ
の
敗
北
を
信
じ

参
戦
に
積
極
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
軍
令
部
サ
イ
ド
は
将
来
の
対
米
戦

へ
の
配
慮
か
ら
参
戦
へ
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。

　
J
・
フ
ラ
ン
ケ
ル
の
い
う
「
戦
略
的
考
慮
と
外
交
的
考
察
と
は
時
に
衝

突
す
る
」
こ
と
が
本
章
を
通
じ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
第
六
章
「
中
国
第
三
革
命
と
大
隈
内
閣
」
は
、
大
正
四
年
一
〇
月
二
八

日
の
第
三
革
命
の
勃
発
か
ら
衰
世
凱
の
死
去
と
そ
の
後
の
混
乱
に
い
た
る

約
半
年
間
に
行
わ
れ
た
大
隈
内
閣
の
対
中
政
策
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
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特
に
、
反
蓑
政
策
を
強
力
に
推
進
し
た
政
策
決
定
者
を
考
察
し
て
い
る
。

当
時
政
府
部
内
で
は
中
国
問
題
を
め
ぐ
り
秘
密
会
議
が
再
三
開
催
さ
れ
、

外
務
、
陸
海
軍
の
幹
部
が
論
議
を
集
中
し
、
政
策
を
立
案
し
て
い
っ
た
。

そ
の
中
心
人
物
が
田
中
義
一
陸
軍
参
謀
次
長
で
あ
る
。
田
中
は
、
加
藤
外

相
の
辞
職
に
よ
る
外
務
省
の
発
言
力
の
低
下
、
組
織
、
個
人
を
問
わ
ず
利

害
関
係
に
訴
え
る
説
得
に
よ
り
、
衰
打
倒
の
方
向
に
日
本
政
府
の
政
策
を

導
い
た
。
そ
の
具
体
的
方
法
は
、
南
方
派
援
助
、
孫
文
派
と
の
協
力
、
日

本
国
内
の
有
力
者
動
員
に
よ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
衰
に
対
す
る
帝
制
不
承

認
の
通
告
な
ど
で
あ
る
。
だ
が
衰
の
死
に
よ
り
状
況
は
一
変
す
る
。
蓑
打

倒
の
た
め
日
本
が
総
力
を
あ
げ
て
中
国
の
革
命
と
動
乱
に
組
織
的
に
関
与

し
た
こ
と
は
、
異
例
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
果
し
た
田
中
の
役
割
り
を
、

当
事
者
の
メ
モ
な
ど
を
利
用
し
て
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
。

　
第
七
章
「
反
衰
政
策
と
対
外
硬
運
動
」
は
第
一
一
次
大
隈
内
閣
の
反
蓑
姿

勢
に
よ
り
加
速
さ
れ
た
対
外
硬
派
の
運
動
を
扱
う
。
反
蓑
運
動
は
陸
軍
に

加
え
、
与
党
立
憲
同
志
会
の
有
力
閣
僚
の
支
援
を
得
、
ま
た
対
独
参
戦
を

機
会
に
一
時
分
裂
し
て
い
た
国
民
外
交
同
盟
会
と
親
大
隈
系
の
国
民
議
会

は
、
帝
制
反
対
、
反
童
で
一
致
し
、
運
動
も
従
来
の
よ
う
な
演
説
会
開
催

な
ど
で
は
な
く
、
主
要
閣
僚
、
軍
上
層
部
訪
問
と
い
う
ス
タ
イ
ル
と
な
っ

た
。
ま
た
政
府
の
反
蓑
方
針
が
多
方
面
で
展
開
さ
れ
た
た
め
、
対
外
硬
派

も
中
国
の
多
彩
な
ル
ー
ト
を
利
用
、
特
に
久
原
房
之
助
の
動
き
を
ク
ロ
ー

ズ
・
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

　
第
八
章
「
段
棋
瑞
政
権
の
登
場
と
寺
内
内
閣
ー
援
段
政
策
の
展
開
」

は
、
第
二
次
大
隈
内
閣
辞
職
の
あ
と
成
立
し
た
寺
内
内
閣
の
対
中
政
策
を

分
析
し
て
い
る
。
衰
死
去
後
の
中
国
に
ど
う
対
応
す
る
か
、
基
本
方
針
の

決
定
を
追
う
。
寺
内
と
本
野
外
相
が
中
国
を
ど
う
見
た
か
、
反
衰
に
同
調

し
た
陸
海
軍
が
新
内
閣
の
対
中
外
交
に
ど
う
対
応
し
よ
う
と
し
た
か
で
あ

る
。
従
来
寺
内
内
閣
の
中
国
政
策
の
研
究
は
西
原
借
款
が
中
心
で
あ
っ
た

が
、
本
章
は
借
款
供
与
以
前
の
初
期
の
段
階
を
扱
っ
て
い
る
。
寺
内
内
閣

は
当
初
「
不
偏
不
党
」
方
針
を
打
ち
出
し
た
が
、
本
野
外
相
は
北
方
援
助
1
1

援
段
政
策
の
方
向
に
移
行
し
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
発
言
力
を
上
昇

さ
せ
た
原
敬
は
南
北
妥
協
へ
の
協
力
を
主
張
、
さ
ま
ざ
ま
な
模
索
が
行
わ

れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

　
第
九
章
「
復
辟
問
題
・
援
段
政
策
と
対
外
硬
運
動
の
低
迷
」
は
、
寺
内

内
閣
の
対
中
政
策
が
転
換
す
る
中
で
、
対
外
硬
派
が
い
か
な
る
対
応
を
示

し
た
か
を
分
析
し
て
い
る
．
）
結
論
的
に
い
う
な
ら
ば
、
寺
内
内
閣
初
期
に

お
け
る
硬
派
世
論
、
そ
の
代
表
的
存
在
で
あ
る
国
民
外
交
同
盟
会
な
ど
の

グ
ル
ー
プ
は
大
規
模
な
大
衆
運
動
な
ど
行
い
得
ず
極
め
て
低
調
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
震
死
去
に
よ
り
目
標
を
失
っ
た
反
衰
運
動
の
反
動
と
政
府
の
強
力

な
抑
制
政
策
の
結
果
で
あ
っ
た
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
本
論
文
の
評
価
す
べ
き
点
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
第
一
は
、
第
一
次
史
料
を
徹
底
的
に
参
照
し
こ
れ
を
読
み
こ
ん
だ
点
で

あ
る
。
日
本
外
務
省
の
史
料
は
「
日
本
外
交
文
書
」
と
し
て
公
刊
さ
れ
て

い
る
が
、
全
て
の
史
料
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
印
刷
さ
れ

た
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、
公
刊
に
あ
た
っ
て
除
か
れ
た
部
分
に
つ
い
て
も
、

原
本
を
丁
寧
に
当
り
、
防
衛
研
究
所
戦
史
部
所
蔵
の
陸
海
軍
関
係
の
文
書
、

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
の
内
務
省
文
書
、
海
軍
軍
令
部
将
校

216



特別記事

竹
下
勇
、
同
八
角
一
二
郎
、
陸
軍
軍
務
局
長
な
ど
を
歴
任
し
た
奈
良
武
次
の

文
書
と
メ
モ
、
内
田
良
平
文
書
、
新
潟
県
長
岡
所
在
の
大
竹
貫
一
文
書
を

参
照
す
る
な
ど
、
幅
広
く
公
刊
、
未
公
刊
の
史
料
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　
第
二
は
研
究
範
囲
の
拡
大
で
あ
る
。
従
来
の
外
交
史
研
究
は
外
務
省
と

そ
の
出
先
機
関
を
中
心
と
す
る
外
交
交
渉
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
る
か
、
政

策
決
定
に
つ
い
て
も
政
府
レ
ベ
ル
、
中
国
問
題
に
関
し
て
は
陸
軍
を
加
え

る
程
度
で
あ
っ
た
が
、
波
多
野
君
は
こ
れ
に
海
軍
の
動
き
を
つ
け
加
え
た

点
で
あ
る
。

　
第
三
は
新
し
い
視
点
を
導
入
し
た
点
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
は
政
府
の

政
策
決
定
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
も
の
を
、
民
間
の
対
外
硬
派
の

動
き
を
追
い
、
国
粋
主
義
者
の
代
表
的
人
物
と
さ
れ
る
頭
山
満
、
内
田
良

平
が
大
隈
重
信
と
結
び
つ
く
時
、
政
府
の
政
策
を
さ
ら
に
強
硬
な
も
の
に

転
化
さ
せ
る
圧
力
団
体
化
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
り
、
一
方
、
政
権

と
結
び
つ
か
ず
野
党
化
す
る
時
は
、
反
政
府
色
を
明
ら
か
に
し
、
実
行
不

可
能
な
煽
動
的
発
言
や
行
動
に
で
る
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。

　
第
四
は
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
丹
念
に
行
い
、
比
較
を
行
っ
て
い
る
点
で

あ
る
。
例
え
ば
辛
亥
革
命
は
、
第
一
革
命
、
第
二
革
命
、
第
三
革
命
を
と

り
あ
げ
、
中
国
大
陸
に
お
け
る
革
命
目
政
権
の
交
代
が
、
日
本
に
ど
の
よ

う
な
反
応
を
引
き
起
す
か
を
追
っ
て
い
る
。

　
第
五
は
、
先
行
業
績
を
丁
寧
に
フ
ォ
ロ
ー
し
、
時
に
は
直
接
教
え
を
乞

う
た
点
で
あ
る
。
対
外
硬
運
動
に
つ
い
て
は
、
明
治
学
院
大
学
の
酒
田
正

敏
教
授
の
業
績
が
あ
る
が
、
酒
田
教
授
の
下
を
訪
れ
、
論
文
の
疑
問
点
を

提
示
し
、
教
示
を
あ
お
い
だ
り
、
日
本
国
際
政
治
学
会
の
報
告
に
対
す
る

コ
メ
ン
ト
を
取
り
入
れ
て
論
文
発
表
の
折
に
そ
れ
を
加
味
し
た
。

　
だ
が
本
論
文
に
も
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　
第
一
は
政
策
決
定
者
に
つ
い
て
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
史
料
が
ま
だ
ま
だ
不

備
で
あ
っ
た
り
、
そ
の
史
料
が
第
三
者
に
渡
っ
た
点
を
考
慮
し
、
現
存
の

史
料
だ
け
で
研
究
を
完
結
さ
せ
る
危
険
性
で
あ
る
。
本
研
究
は
史
料
第
一

主
義
の
姿
勢
を
貫
い
て
い
る
が
、
史
料
の
欠
落
し
て
い
る
部
分
を
ど
う
解

釈
す
る
か
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
研
究
の
過
程
で
、
本
論
文
の
範
囲
外

で
は
あ
る
が
、
浜
口
雄
幸
の
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
会
議
に
対
す
る
決
意
表

明
の
日
記
と
文
書
が
発
見
さ
れ
る
な
ど
、
今
後
さ
ら
に
第
一
次
史
料
の
発

掘
と
そ
の
利
用
に
よ
っ
て
研
究
を
深
め
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
な
お
提
出

さ
れ
た
副
論
文
『
浜
口
雄
幸
ー
政
党
政
治
の
試
験
時
代
』
（
中
公
新
書
）

（
一
九
九
三
年
、
中
央
公
論
社
）
は
、
浜
口
の
新
史
料
を
十
分
活
用
し
た
労

作
で
あ
る
。

　
第
二
は
外
務
省
・
陸
海
軍
・
民
問
団
体
以
外
に
大
蔵
省
・
商
工
省
・
あ

る
い
は
出
先
の
商
社
と
い
っ
た
他
の
官
庁
・
財
界
の
動
き
も
研
究
の
視
野

に
入
れ
て
欲
し
い
点
で
あ
る
。
日
本
の
対
中
国
進
出
に
は
、
資
源
と
市
場

を
求
め
て
の
動
き
も
あ
り
、
他
の
省
庁
・
商
社
な
ど
が
ど
う
か
ら
ん
だ
の

か
、
さ
ら
に
追
求
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
第
三
は
政
党
と
の
関
連
で
あ
る
。
政
友
会
と
民
政
党
は
特
に
対
中
国
政

策
を
め
ぐ
っ
て
対
立
の
側
面
が
強
調
さ
れ
、
幣
原
外
交
対
田
中
外
交
と
対

比
し
て
と
ら
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
政
党
内
部
に
お
け
る
強
硬
派
と
穏

健
派
の
動
き
に
つ
い
て
さ
ら
に
研
究
の
メ
ス
を
加
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
問
題
が
存
在
す
る
に
し
て
も
、
波
多
野
勝
君
が
本
塾
大
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学
大
学
院
修
士
課
程
に
入
学
以
来
一
五
年
に
わ
た
っ
て
行
っ
て
き
た
本
研

究
は
、
学
界
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
居
り
、
博
士
（
法
学
）
（
慶
鷹
義
塾
大

学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
こ
と
を
適
当
と
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
平
成
六
年
六
月
一
七
日

主
査

副
査

副
査

慶
磨
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

慶
磨
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

池
井
　
　
優

山
田
　
辰
雄

小
此
木
政
夫
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